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外部監査（①監理団体監査 ②同行監査）の確認点

監理団体監査 同行監査

①監理費
徴収した監理費が、定められた監理団体の活動
に使われているか
【職業紹介費】募集・送り出し機関との調整・

面接等に係る人件費・諸経費
【講習費】 入国後講習等
【監査指導費】監査に関する人件費・諸経費

②業務監査
実習実施者が技能実習計画に従った実習を行っ
ているかを、月1回以上監理団体が実地確認を
行っているか（業務内容・労基法に基づきシフ
ト表・勤務表・給与明細確認）

③書類整備
実習生管理簿・監査報告書・管理費帳簿等確認

※3ケ月に1度、監査を実施・結果報告書を提出

①技能実習責任者・技能実習指導員との面談
現場・日報・ｼﾌﾄ表・勤務表（勤怠）・給与明
細を確認、問題がないか確認・問題があれば
指導

②実習生との面談（通常通訳同行必要）
実習・生活状況確認
日本語学習状況確認・指導

③寮訪問
寮の状況・生活環境・地域との交流状況
確認・指導

※年に1回監査に同行・結果報告書を提出











3年間の実習生の期間満了後どうするか
①帰国 ②3号実習生として更に2年間実習生を継続 ③特定技能のビザに移行

3号実習生
※2017年11月～介護実習生の制度ｽﾀｰﾄ、3号実習生の実績なし
（3年経過した実習生なし）。尚、2020年10月迄の介護実習生
(1・2号)の認定数は18,034件

特定技能
※2019年4月～制度ｽﾀｰﾄ
6万人（5年間）受入目標に対し、2020年9月迄の実績
は343人に留まる

移行要件 実習実施先は「優良実施団体」の技能実習機構の認定必要、ま
た監理団体(組合)も「優良監理団体」（一般管理団体）の認定必
要
※認定には、2号終了時の技能検定試験の合格実績が重要かつ不
可欠。認定を受けると受入人数枠が拡大するメリットがある

2号技能実習生修了者は、試験免除で資格取得可能

特色 ① 一旦帰国し、その後2年間実習生として滞在可能
② 基本的な仕組みは1号・2号実習生と同じ、監理団体経由技

能実習計画の認定を受け、技能実習機構の管理下、監理団
体の監査・技能検定試験の受験義務がある。

③ 原則2年間実習実施先は変更できない(転職不可が原則)

① 1年更新の在留資格（最長5年まで）
② 本人との直接雇用契約（転職自由）
③ 実習生のような煩雑な実習計画の申請等は不要
④ 入管への報告等の管理義務はあり、登録支援機関に依

頼する場合が多い
⑤ 受け入れ企業は、介護の業界団体（特定技能協議会）

への加入が必要
給与水準 3年間の実習生としての実績を評価し、本人との相談で決定 同左

監理団体・登
録支援機関へ
の報酬

1号・2号の時と同等、やや高額（監理団体により徴収方法も額
もいろいろ）

現状月2～3万円/人が相場
※登録支援機関は、監理団体がその資格を持つ場合が多
い


